
第４章 表 彰

〇印旛郡市広域市町村圏事務組合職員表彰規程

平成５年８月２日

訓 令 第 １ 号

（趣旨）

第１条 この訓令は、印旛郡市広域市町村圏事務組合（以下「組合」という ）の職。

員（以下「職員」という ）の勤労意欲の高揚と業務能率の増進とを図るため、職。

に精励し、又は顕著な功績があった職員の表彰に関し必要な事項を定めるものとす

る。

（表彰の基準）

第２条 管理者は、次の各号の一に該当する職員を表彰する。

(1) 20年以上職員として勤務し、勤務成績が良好な者

(2) 30年以上職員として勤務し、勤務成績が良好な者

(3) 職務に関して特に有益な発明又は研究若しくは顕著な改善をなし、組合の行政

及び住民の福祉に貢献した者

(4) 前３号に掲げる者のほか、管理者が特に必要と認める者。

２ 前項第１号及び第２号に規定する勤務時間の計算については、次の各号に掲げる

基準による。

(1) 毎年の11月１日（退職者にあっては、退職した日）を基準日とすること。

(2) １月に満たない端数は、１月とすること。

(3) 在職期間に中断があるときは、在職期間を通算すること。

(4) 公務又は通勤の疾病によらない休職及び停職の期間は、算入しないこと。

（表彰候補者の内申）

第３条 所属長は、表彰に該当すると認められる所属職員があるときは、内申書（別

記様式第１号）により管理者に内申するものとする。

（被表彰者の決定）

第４条 管理者は、前条の規定により内申のあった職員の中から被表彰者を決定する

ものとする。

（表彰の期日）

第５条 表彰は管理者が定める日に行う。

（表彰の方法）

第６条 表彰は、表彰状の交付をもって行い、記念品又は金員を併せて交付する。

２ 被表彰者に決定した者が表彰を受ける前に死亡したときは、表彰状等は、その遺

族に交付するものとする。

（被表彰者の登録）

第７条 被表彰者は表彰者名簿（別記様式第２号）に登録する。

２ 表彰者名簿は、永久保存するものとする。



（委任）

第８条 この訓令に定めるもののほか、職員の表彰に関し必要な事項は、管理者が別

に定める。

附 則

この訓令は、平成６年４月１日から施行する。



別記

様式第１号

年 月 日

印旛郡市広域市町村圏事務組合

管　理　者 様

申請者所属

氏名 印

歳

内　　　　申　　　　書

次の者について功績証書を提出し、表彰の内申をいたします。

氏 名

補 職 名

月 日生生年月日及び年齢 年

担 当 職 務

在 職 期 間 年 月 日から 年 月 日まで

勤 続 年 数 年 ケ 月 （ 年 月 日現在）

休 暇 等 年 数
休暇 日 欠勤 日

（ 最 近 １ 年 間 ）

過 去 に お け る

主 な 賞 罰

日 休職

功 績 の 内 容

その他参考事項



Ｎｏ 表彰年月日 氏　　名 職名（役名） 生年月日 住　　所 表彰理由 備考（贈呈品等）

【表彰者名簿】


